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創
立
三
十
五
周
年
記
念
俳
句
大
会
に
向
け
て

事
務
局
長　

青
木　

栄
子　

　

三
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
記
念
大
会
を
、

つ
い
こ
の
間
終
え
た
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
早
い

も
の
で
、「
創
立
三
十
五
周
年
記
念
俳
句
大
会
」を
平

成
三
十
年
五
月
二
十
六
日（
土
）文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
す
で
に
会
報
で
お
知
ら
せ
の
通
り
、
松
澤
雅

世
実
行
委
員
長
を
筆
頭
に
、
記
念
事
業
は
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
企
画
は
次
の
通
り
で
す
。

　

一
、
合
同
句
集
刊
行

　

二
、
記
念
俳
句
大
会
作
品
募
集

　

三
、
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
賞

　

四
、
祝
賀
大
会　

＊
記
念
講
演　

宮
坂
静
生
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　

＊
入
賞
者
発
表

　

五
、
祝
賀
会

　

合
同
句
集
に
つ
き
ま
し
て
は
す
で
に
一
八
七
名

の
ご
参
加
を
得
て
、
早
く
も
著
者
校
正
に
進
ん
で
お

り
ま
す
。
平
成
八
年
に
地
域
を
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
き
め
の
細
か
い
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
数
年
会
員
の
減
少（
高
齢
化
）、
吟
行
会
場

の
確
保
の
難
し
さ
等
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
に
四
ブ

ロ
ッ
ク
に
再
編
成
致
し
ま
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
以

前
に
も
増
し
て
個
性
あ
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
の
創
立
三
十
五
周
年
記
念
俳

句
大
会
の
作
品
募
集
は
一
千
組
二
千
句
を
目
標
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
協
会
賞
に
つ
き
ま
し
た
は
新
作

未
発
表
二
十
句
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
積
極
的
に
ご

応
募
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
記
念
事
業
基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

す
で
に
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
ご
賛
同
を
得
ま
し
た

こ
と
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
基
金
募
集

は
続
い
て
お
り
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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□
募
集
規
定　

二
句
一
組　

一
、
〇
〇
〇
円

　

何
組
で
も
可
・
新
作
未
発
表
作
品
に
限
る

　

�

前
書
き
不
可
・
所
定
用
紙
ま
た
は
二
〇
〇

字
詰
原
稿
用
紙
使
用
。
住
所
、
姓
号
明
記
。

出
句
料
は
出
句
と
同
時
に
納
金
す
る
。

　

●
会
員
外
の
投
句
歓
迎

□�

送
り
先
〒
一
四
六
―〇
〇
八
五 

東
京
都
江
東
区

豊
洲
五
―三
―五
―一
一
〇
四�

栗
原
節
子
方

　

都
区
協
三
十
五
周
年
記
念
俳
句
大
会
係

□�

締
切　

平
成
三
十
年
一
月
末
日

　

当
日
消
印
有
効

□�

大
会
日
時　

平
成
三
十
年
五
月
二
十
六
日

（
土
）

　

俳
句
大
会　

午
後
二
時
～
五
時
ま
で

　

祝
賀
会 

午
後
五
時
三
十
分
～
七
時
三
十
分

　
　
　
　

会
費　

六
千
円

□�

発
表　

都
区
協
創
立
三
十
五
周
年
記
念
祝

賀
俳
句
大
会
席
上
、
都
区
協
「
会
報
」。

□�

賞　

現
代
俳
句
協
会
賞　

都
区
現
代
俳
句

協
会
賞　

東
京
都
知
事
賞　

ふ
る
さ
と
テ

レ
ビ
賞　

他
得
点
一
位
よ
り
五
十
位
ま
で
。

□
講
演　

現
代
俳
句
協
会
会
長
・「
岳
」主
宰

　
　
　
　

宮
坂
静
生
先
生

　

演
題
（　

未
定　

）

□
募
集
規
定　

二
〇
句

　

参
加
料
二
、
〇
〇
〇
円

　

新
作
未
発
表
作
品
に
限
る

　

応
募
資
格　

都
区
協
会
員
に
限
る

□
入
賞　

一
名　

賞
金
五
万
円
及
び
賞
状

　

佳
作　

若
干
名　

記
念
品
及
び
賞
状

□
締
切　

平
成
三
十
年
一
月
末
日

　

当
日
消
印
有
効

□�

発
表　

都
区
協
創
立
三
十
五
周
年
記
念

祝
賀
俳
句
大
会
席
上
、都
区
協「
会
報
」

□
選
考
委
員　

�
　

長
峰
竹
芳　

松
澤
雅
世　

行
川
行
人

　

松
井
国
央　

山
中
正
己　

佐
怒
賀
正
美

　

青
木
栄
子　

加
藤
光
樹　

加
藤
瑠
璃
子

　

中
村
和
弘　

大
牧　

広　

松
田
ひ
ろ
む

　

鈴
木　

明　

池
田
澄
子

□�

送
り
先　

〒
一
七
一
―〇
〇
五
一

　

東
京
都
豊
島
区
長
崎
一
―九
―一
四

　
　

山
中
正
己
方

　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
協
会
賞
係

東京都区現代俳句協会創立35周年記念俳句大会

作 品 募 集

俳
句
大
会
作
品

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
賞

（�

小
為
替
の
受
取
人
欄
は
記
入
し
な
い
で
下
さ
い
。）

★�

応
募
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、
発
表
後
で
も
入
賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
基
金

募
集
の
お
願
い

平
成
三
十
年
に
記
念
祝
賀
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
左
記
の
通
り
基
金
を
募
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

一
口　

一
、〇
〇
〇
円（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

　
　

記
念
大
会
実
行
委
員
長　

松
澤　

雅
世

振
込
番
号

　

０
０
１
１
０
・
５
・
５
３
９
６
１
９

加
入
者
名　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

＊
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
使
用
願
い
ま
す
。

　

�

郵
便
振
替
払
込
受
領
証
に
て
領
収
書
に
代

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

基
金
担
当　
　

松
澤　

雅
世
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恒
例
の
秋
季
吟
行
会
・
新
入
会
員
歓
迎
会
は
台
風

の
近
づ
い
て
来
る
肌
寒
い
日
で
あ
っ
た
。
新
入
会
員

四
名
を
含
む
六
十
名
の
参
加
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　

司
会
は
青
木
栄
子
幹
事
長
。
松
澤
雅
世
都
区
協
会

長
が
歓
迎
の
挨
拶
と
長
い
間
参
加
し
て
い
る
が
、
い

つ
も
は
残
暑
厳
し
い
日
ば
か
り
、
肌
寒
い
日
は
始
め

て
と
述
懐
。
新
会
員
の
紹
介
を
山
本
敏
倖
総
務
部
長
、

登
壇
の
四
名
に
記
念
品
の
贈
呈
を
山
中
正
己
副
会
長

が
行
い
、
新
会
員
が
抱
負
を
一
人
ず
つ
発
表
、
暖
か

い
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
後
役
員
の
紹
介
が
な
さ

れ
た
。
こ
の
日
の
講
話
は
松
澤
雅
世
会
長
の
「
紅
葉

と
黄
葉
」。「
も
み
つ
」が
万
葉
か
ら
新
古
今
へ
と
移
っ

て
行
く
過
程
で
平
安
期
ま
で
に
「
も
み
ぢ
」
と
変
っ

て
行
き
、
紅
葉
も
黄
葉
も
も
み
じ
と
な
っ
て
い
っ
た
。

紅
葉
と
黄
葉
は
そ
も
そ
も
発
色
の
化
学
が
ま
る
で
違

う
こ
と
な
ど
を
鋭
い
切
り
口
で
考
察
し
た
。

　
恋
と
も
ち
が
ふ
紅
葉
の
岸
を
と
も
に
し
て�

飯
島　

晴
子

　
こ
の
樹
登
ら
ば
鬼
女
と
な
る
べ
し
夕
紅
葉�

三
橋　

鷹
女

こ
の
二
句
が
好
き
で
あ
る
、
と
締
め
括
ら
れ
た
。

　

清
記
表
が
配
ら
れ
句
会
。
披
講
は
広
田
輝
子
、
櫻

木
美
保
子
の
両
名
。
選
評
は
松
澤
会
長
は
じ
め
特
別

選
者
。
成
績
発
表
は
小
髙
沙
羅
事
業
部
長
。
特
別
選

者
の
短
冊
が
授
与
さ
れ
、
上
位
三
十
位
ま
で
、
豪
華

賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。
栗
原
節
子
副
幹
事
長
の
閉
会

の
辞
で
句
会
は
お
開
き
。

　

六
時
よ
り
懇
親
会
。
司
会
は
今
野
龍
二
広
報
部
長
、

佐
怒
賀
正
美
副
会
長
の
挨
拶
、
佐
々
木
い
つ
き
顧
問

の
乾
杯
の
発
声
で
し

ば
し
の
歓
談
。

　

余
興
は
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
大
会
。
山
口
紀

子
組
織
部
長
、
長
谷

川
は
る
か
企
画
部
長
、

中
内
火
星
幹
事
、
栗

原
か
つ
代
幹
事
、
上

野
貴
子
幹
事
の
進
行

で
大
き
く
盛
り
上
が

り
。
松
田
貞
男
副
幹

事
長
の
閉
会
の
挨
拶

で
散
会
と
な
っ
た
。

《
特
別
選
者
・
特
選
句
》

　
　

松
澤
　
雅
世
　
都
区
協
会
長
　
特
選

　
九
月
の
揺
ら
ぎ
こ
と
ば
と
も
尻
尾
と
も�

栗
原　

節
子

　
　

渡
邉
　
嘉
幸
　
都
区
協
顧
問
　
特
選

　

赤
と
ん
ぼ
子
規
の
匂
い
の
す
る
森
に�

小
髙　

沙
羅

　
　

松
田
ひ
ろ
む
　
都
区
協
顧
問
　
特
選

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
た
だ
蓮
の
実
が
飛
ん
だ
だ
け�

石
口　
　

榮

　
　

佐
々
木
い
つ
き
　
都
区
協
顧
問
　
特
選

　

歓
迎
の
声
や
上
野
の
轡
虫�

小
林
貴
美
子

　
　

布
施
　
徳
子
　
　
都
区
協
顧
問
　
特
選　

　

物
言
は
ず
秋
思
し
て
い
る
ゴ
リ
ラ
の
目�

古
谷
あ
や
を

　
　

ダ
イ
ゴ
鉄
哉
　
都
区
協
監
査
　
特
選

　

蓮
の
実
の
飛
ん
で
一
線
越
え
ら
れ
る�

青
木　

栄
子

　
　

田
付
　
賢
一
　
都
区
協
監
査
　
特
選

　

た
て
が
み
の
汚
れ
百
獣
の
王
の
秋�

鈴
木　

光
子

　
　

佐
怒
賀
正
美
　
都
区
協
副
会
長
　
特
選　

　

象
を
見
た
眼
に
曼
珠
沙
華
二
輪
か
な�

櫻
木
美
保
子

　
　

山
中
　
正
己
　
都
区
協
副
会
長
　
特
選

　

秋
陰
や
カ
レ
ー
市
民
の
鍵
持
つ
手�

水
田
千
恵
子

　

新
入
会
員
作
品

　

鮭
の
目
ぎ
ょ
ろ
り
ア
メ
横
は
啖
呵
売�

蓮
尾　

碩
才

　

尻
尾
踏
む
夏
の
終
り
の
長
い
影�

日
下
部
智
香

　

り
ん
ど
う
の
重
ね
た
瞼
に
雨
一
粒�

宮
永　

武
彦

　

曼
珠
沙
華
長
き
爪
に
て
狙
ひ
撃
ち�

中
川　

枕
流

第
五
十
回
秋
季
吟
行
会
・
新
入
会
員
歓
迎
会

平
成
二
十
九
年
九
月
十
六
日（
土
）　

上
野
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
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《
参
加
作
品
》�

（
高
点
順
・
30
位
以
下
順
不
同
）

１
ま
た
あ
し
た
な
い
か
も
知
れ
ず
蓮
は
実
に�

白
石
み
ず
き

２
す
ぐ
拾
わ
れ
て
ど
ん
ぐ
り
で
い
ら
れ
な
い�

石
口　
　

榮

３
蓮
の
実
百
年
先
へ
飛
ん
で
み
る�

小
髙　

沙
羅

４
野
分
く
る
犀
も
キ
リ
ン
も
耳
立
て
て�

長
谷
川
は
る
か

５
秋
風
の
歩
幅
で
上
野
徘
徊
す�

古
谷
あ
や
を

６
草
の
花
誰
の
も
の
で
も
な
い
言
葉�

西
本　

明
未

７
鳥
た
ち
の
時
間
に
入
り
込
む
秋
思�

佐
怒
賀
正
美

８
考
え
る
人
の
背
ご
つ
ご
つ
の
秋
思�
山
口　

紀
子

９
た
て
が
み
の
汚
れ
百
獣
の
王
の
秋�
鈴
木　

光
子

10
破
蓮
負
け
た
人
生
そ
れ
も
い
い�

水
落　

蘭
女

11
風
向
き
に
倒
れ
し
蓮
の
万
の
骨�

佐
々
木
いつ
き

12
黒
あ
げ
は
発
た
せ
て
冥
き
ロ
ダ
ン
の
門�

山
中　

正
己

13
大
役
を
終
え
て
秋
思
の
パ
パ
パ
ン
ダ�

相
沢　

幹
代

14
漠
の
鼻
意
外
に
長
い
秋
う
ら
ら�

五
十
嵐
秀
山

15
蓮
の
実
の
飛
ん
で
一
線
越
え
ら
れ
る�

青
木　

栄
子

16
涼
新
た
西
郷
ど
ん
の
目
に
力�

松
本　

秀
紀

17
蓮
の
実
の
飛
ん
で
も
飛
ん
で
も
池
の
中�

櫻
木
美
保
子

18
動
か
ざ
る
孤
高
の
ラ
イ
オ
ン
秋
思
か
な�

江
原　

玲
子

19
蓮
の
実
飛
ん
で
次
の
世
へ
橋
か
け
る�

山
本　

敏
倖

20
苦
笑
す
る
ロ
ダ
ン
の
像
に
秋
ふ
か
む�

西
前　

千
恵

21
し
ろ
が
ね
の
水
玉
宿
す
秋
の
蓮�

広
田　

輝
子

22
ハ
ー
ド
ル
は
親
の
背
中
よ
す
いっ
ち
ょ
ん�

栗
原
か
つ
代

23
蓮
の
実
の
飛
ん
で
パ
ン
ダ
に
良
い
名
前�

石
井　

誠
子

24
秋
の
蝶
大
道
芸
の
指
の
先�

今
野　

龍
二

25
彼
岸
花
し
っ
か
り
鰻
焼
い
て
い
る�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

26
耳
朶
の
う
し
ろ
に
溜
ま
る
秋
思
か
な�

渡
邉　

嘉
幸

27
鳥
渡
る
子
規
の
名
残
す
野
球
場�

千
明　

素
子

28
秋
の
空
信
じ
て
生
ま
る
赤
ん
坊�

田
付　

賢
一

29
歓
迎
の
声
や
上
野
の
轡
虫�

小
林
貴
美
子

30
ジ
ャ
ズ
流
る
酒
場
に
集
ふ
敬
老
日�

大
山
実
知
子

　

ま
す
ら
を
の
楠
の
ま
は
り
の
千
草
か
な�

石
川
登
志
子

　

公
園
は
秋
色
靴
が
軽
く
な
る�

石
口
り
ん
ご

　

黒
潮
の
波
に
値
の
飛
ぶ
初
秋
刀
魚�

上
野　

貴
子

　

小
鳥
来
る
上
野
の
森
の
鐘
の
音�

菱
沼
多
美
子

　

雨
か
な
あ
蓮
池
見
れ
ば
み
づ
す
ま
し�

中
川　

枕
流

　

台
風
を
真
近
に
見
据
え
皆
遊
ぶ�
富
塚　

聡
子

　

弁
天
へ
水
の
縁
や
月
の
松�
石
田　

弥
生

　
や
は
ら
か
き
テ
ィッ
シュの
手
触
り
昼
の
虫�

大
橋　

愛
子

　

母
の
名
は
真
真
唐
の
霧
育
ち�

松
田
ひ
ろ
む

　

九
月
の
揺
ら
ぎ
こ
と
ば
と
も
尻
尾
と
も�

栗
原　

節
子

　

葛
の
花
揺
れ
て
日
差
し
の
定
ま
れ
り�

布
施　

徳
子

　

秋
雲
に
不
穏
を
睨
む
西
郷
ど
ん�

宮
川　
　

夏

　

百
歳
の
平
均
寿
命
雁
渡
る�

小
平　
　

湖

　

曼
珠
沙
華
盛
ん
な
る
時
み
だ
れ
髪�

齋
藤　
　

藍

　
ど
ん
ぐ
り
こ
ポ
ケ
ッ
ト
な
ん
て
浅
す
ぎ
る�

鍬
守　

裕
子

　

鮭
の
目
ぎ
ょ
ろ
り
ア
メ
横
は
啖
呵
売�

蓮
尾　

碩
才
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お
山
へ
の
射
程
距
離
な
り
蓮
の
実�

松
澤　

雅
世

　

蓮
の
実
を
飛
ば
し
て
脚
下
照
顧
か
な�

松
田　

貞
男

　

鐘
鳴
る
や
秋
思
を
の
ぞ
く
月
の
松�

高
橋　

透
水

　

既
視
感
か
秋
思
か
ゴ
リ
ラ
の
前
に
い
る�

赤
澤　

敬
子

　

水
掠
め
風
に
な
り
き
る
秋
の
声�

石
垣　

久
良

　

パ
ン
ダ
の
名
心
待
ち
に
す
竹
の
春�

長
尾　

幸
子

　

蓮
池
の
残
の
過
密
に
秋
の
風�

山
﨑　

百
花

　

秋
う
ら
ら
パ
ン
ダ
の
名
前
募
集
中�
今
村
た
か
し

　

尻
尾
踏
む
夏
の
終
わ
り
の
長
い
影�
日
下
部
智
香

　

り
ん
ど
う
の
重
ね
た
瞼
に
雨
一
粒�
宮
永　

武
彦

　

秋
陰
や
カ
レ
ー
市
民
の
鍵
持
つ
手�

水
田
千
恵
子

　

河
馬
の
耳
ほ
の
ほ
の
台
風
注
意
報�

古
川　

塔
子

　

鳩
の
フ
ン
よ
け
て
団
栗
踏
ん
で
い
る�

中
内　

火
星

　

蓮
の
茎
か
き
わ
け
進
む
亀
の
足�

中
川
瑠
々
子

（
白
石
み
ず
き
・
記
）

（
八
月
三
十
一
日
分
ま
で
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

ご
支
援
ご
協
力
を
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
十
口

　

大
平　

星
雲　

松
澤　

雅
世

二
十
口

　

松
田　

貞
男　

鈴
木　
　

明　

二
村　

博
三

　

長
峰　

竹
芳　

渡
邊　

嘉
幸

十
口　
　
　
　
　

櫻
木
美
保
子　

小
髙　

沙
羅

　

吉
田　

健
治　

阿
部　

晶
子　

佐
怒
賀
正
美

　

石
山　

正
子　

遊
佐　

光
子　

渡
邊
き
さ
子

　

石
井　

英
彦　

中
本　

勝
美　

大
坪　

重
治

　

大
牧　
　

広　

渋
川　

京
子　

青
木　

栄
子

　

林　
　

暁
兵　

斎
藤　
　

藍　

石
垣　

久
良

　

布
施　

徳
子　

山
中　

正
己　

今
野　

龍
二

　

赤
木
日
出
子　

対
馬　

康
子　

柳
瀬　

亜
湖

　

山
本　

敏
倖　

鈴
木　
　

明　

伊
藤
二
三
子

　

赤
城
日
出
子

五
口　
　
　
　
　

石
井　

長
子　

水
落　

蘭
女

　

小
檜
山
繁
子　
宇
佐
美
ち
ゑ
子　

北
村
眞
貴
子

　
長
谷
川
は
る
か　

圓
山
ふ
さ
こ　

松
本　

秀
紀

　

関
根　

誠
子　

吉
浜　

青
湖　

當
山　

孝
道

　

高
橋　

透
水　

行
川　

行
人　

篠　

貴
美
子

　

加
藤　

光
樹　

上
野　

貴
子　

西
本　

明
未

　

大
橋　

愛
子　

石
口　
　

榮　

石
口
り
ん
ご

　

菊
地　

雅
子　

赤
澤　

敬
子　

角
田　

晴
俊

　

栗
原　

節
子　

大
山
実
知
子　

吉
田　

孝
子

　

石
綿　

久
子　

千
明　

素
子　

白
石
み
ず
き

　

宮
崎　

敦
子　

川
名
つ
ぎ
お　

山
口　

紀
子

　

佐
藤
洋
子

三
口　
　
　
　
　

好
井　

由
江　

鈴
木
登
代
子

　

平
田　

恒
子　

鈴
木　

光
子　

安
田　

淳
子

　

池
田　

澄
子　

桑
田　

真
琴　

河
原　

叔
子

　

鈴
木　

淳
一　

宮
原　

光
女　

倉
持
留
美
子

　

加
藤
瑠
璃
子　

速
水　

禧
子　

遠
藤　

久
子

　

栗
田
希
代
子　

平
林　

孝
子　

高
原　

信
子

　

相
沢　

幹
代　

阿
部　

周
二　

鍬
守　

裕
子

　

上
村
ツ
ネ
子　

鷲　

ケ
イ
ジ　

古
谷
あ
や
を

　

三
輪　

初
子　

伊
藤　

淳
子　

次
山　

和
子

　

関　
　

文
子　

石
川　

貞
夫　

穴
澤　

篤
子

　

山
戸　

則
江　

永
島　

靖
子　

小
平　
　

湖

　

江
原　

玲
子　

白
岩　

絹
子　

畑
乃　

武
子

二
口　
　
　
　
　

磯
部　

薫
子　

中
道　

秀
和

　
す
ず
き
小
柚
子　

内
藤
み
の
る　

長
谷
川
栄
子

　

寺
町
志
津
子　

小
林　

幹
彦　

川
西
茜
舟
女

　

ダ
イ
ゴ
鉄
哉　
い
ま
き
い
れ
尚
夫　

加
藤
千
恵
子

　

宮
川　
　

夏　

古
谷
あ
や
を　

渡
部　

愛
子

　

大
橋　

愛
子　

塚
越　

美
子　

棚
橋　

麗
未

一
口　
　
　
　
　

山
地
春
眠
子　

渥
美
人
和
子

　

田
中
い
す
ず　

大
高　

宏
允　

大
高　

洋
子

　

瀬
川　

紅
司　

平
北
ハ
ジ
ム　

仲
澤　

輝
子

　

蔦　
　

悦
子　

吉
田　

慶
子

創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
基
金
寄
付
者
芳
名
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Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
吟
行
会　
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日（
月
）　

於
・�

北
と
ぴ
あ
七
階
第
一
研
修
室
飛
鳥
山
公
園
・
音
無
川
親
水
公
園
・

名
主
の
滝
・
王
子
稲
荷
・
大
蔵
省
造
幣
局
そ
の
他

　

吟
行
日
和
に
恵
ま
れ
て
王
子
近
辺
を
三
々
五
々
の

吟
行
。
多
く
の
み
な
さ
ん
は
王
子
稲
荷
、
庄
屋
の
滝

の
コ
ー
ス
を
廻
っ
た
後
の
会
場
入
り
と
な
っ
た
。
別

コ
ー
ス
の
方
は
飛
鳥
山
公
園
で
し
ば
し
童
心
に
帰
っ

て
童
帰
り
を
身
を
以
て
体
験
。
音
無
親
水
公
園
か
つ

て
音
無
渓
谷
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
規
模
的
に

等
々
力
渓
谷
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
一
見
の
価
値
あ

り
。
夏
は
水
遊
び
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
王
子
駅
前
に
は
大
蔵
省
造
幣
局
の
広
大
な
工
場

が
あ
り
、
お
札
と
切
手
の
博
物
館
も
併
設
さ
れ
て
い

る
。
歴
史
的
に
も
貴
重
な
資
料
、
機
械
な
ど
観
覧
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
吟
行
に
は
も
っ
て
こ
い
の
王
子

駅
近
辺
で
あ
っ
た
。
名
句
も
数
多
く
生
ま
れ
た
。

　

句
会
は
五
十
七
名
の
参
加
で
定
刻
一
時
の
開
催
。

司
会
は
今
野
龍
二
。
鍬
守
裕
子
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨

拶
。
ダ
イ
ゴ
鉄
哉
監
査
、
松
田
ひ
ろ
む
顧
問
の
祝
辞

と
続
い
て
、
現
代
俳
句
協
会
幹
事
長
前
田
弘
先
生
の

講
話
「
破
れ
か
ぶ
れ　

現
代
俳
句
の
集
い
考
」。

　

現
代
俳
句
協
会
都
区
協
創
生
期
に
存
在
し
た
「
現

代
俳
句
の
集
い
」
で
発
表
さ
れ
た
句
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
あ
て
逸
話
を
ふ
ん
だ
ん
に
紹
介
し
そ
の
歴
史

的
名
句
を
分
析
、
解
説
。
現
代
俳
句
の
原
点
、
真
髄

を
読
み
解
い
た
。
歴
史
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た
前
田

先
生
な
ら
で
は
の
貴
重
な
講
話
で
あ
っ
た
。
ま
た
の

機
会
が
あ
れ
ば
更
に
踏
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
な
ど
を
明

ら
か
に
さ
れ
る
事
を
期
待
し
た
い
。

　

句
会
後
は
地
下
一
階
の
キ
リ
ン
シ
テ
ィ
に
て
二
十

四
名
の
参
加
で
、
工
場
直
送
の
キ
リ
ン
生
ビ
ー
ル
そ

の
他
が
飲
み
放
題
の
懇
親
会
、
し
ば
し
会
員
の
親
睦

を
深
め
た
。

《
特
別
選
者
・
特
選
句
》�

（
敬
称
略
）

　
　

前
田
　
　
弘
　
特
選

　

狐
穴
出
て
日
盛
り
の
幼
稚
園�

長
谷
川
は
る
か

　
　

青
木
　
栄
子
　
特
選

　

瀧
音
の
今
を
飛
び
た
い
少
年
期�

長
久
保
通
繪

　
　

栗
原
　
節
子
　
特
選

　

回
ら
な
い
水
車
が
欠
伸 

旱
川�
佐
々
木
いつ
き

　
　

ダ
イ
ゴ
鉄
哉
　
特
選

　

山
滴
る
標
高
二
十
五
米�

栗
原
か
つ
代

　
　

松
田
ひ
ろ
む
　
特
選

　

男
滝
落
つ
胸
の
水
位
に
ほ
ど
遠
く�

岡
田　

淑
子

　
　

佐
々
木
い
つ
き
　
特
選

　

下
闇
や
殊
に
桜
の
賦
の
碑
文�

広
田　

輝
子

　
　

鍬
守
　
裕
子
　
特
選

　

緑
陰
の
Ｄ
51
や
っ
ぱ
め
ん
こ
い
べ�

前
田　
　

弘

《
参
加
作
品
》

　
（
高
点
三
十
句
）

１
下
闇
に
五
人
集
え
ば
共
謀
罪�

金
子　

未
完

２
狐
よ
り
怖
い
に
ん
げ
ん
七
変
化�

長
谷
川
は
る
か

３
七
変
化
本
音
を
言
って
く
れ
な
い
か�

石
口
り
ん
ご

４
電
動
の
滝
へ
修
羅
修
羅
夏
の
蝶�

佐
藤　

晏
行

５
滝
音
や
水
に
空
あ
る
小
暗
が
り�

青
木　

栄
子

６
滝
の
前
静
か
に
は
ず
す
ネ
ッ
ク
レ
ス�

松
沢　

貞
津

７
し
ば
ら
く
は
滝
の
匂
い
を
持
ち
歩
く�

鍬
守　

裕
子

８
滝
し
ぶ
き
あ
び
て
こ
の
世
に
戻
り
け
り�

山
本　

敏
倖

９
葉
ざ
く
ら
を
ざ
ぶ
ざ
ぶ
抜
け
て
来
し
み
ん
な

�

石
井　

長
子

10
八
十
路
い
ま
女
盛
り
や
黒
日
傘�

菅
沼　

葉
二

11
滝
し
ぶ
き
ま
ぜ
て
男
の
カ
ル
パッ
チ
ョ�

相
沢　

幹
代

12
万
緑
へ
居
座
っ
て
い
る
力
石�

北
迫　

正
男

13
夏
落
葉
ふ
る
さ
と
示
す
方
位
盤�

栗
原
か
つ
代
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14
若
葉
風
い
ま
く
ち
び
る
が
や
わ
ら
か
い�

今
野　

龍
二

15
木
下
闇
鯉
と
亀
と
が
い
い
関
係�

石
口　
　

榮

16
回
ら
な
い
水
車
が
欠
伸 

旱
川�

佐
々
木
いつ
き

17
緑
陰
の
Ｄ
51
や
っ
ぱ
め
ん
こ
い
べ�

前
田　
　

弘

18
相
席
は
紫
陽
花
握
り
飯
を
食
う�

菱
沼
多
美
子

19
万
緑
の
世
界
へ
二
分
ア
ス
カ
ル
ゴ�

山
口　

紀
子

20
水
無
月
の
そ
こ
に
き
て
い
る
鯉
の
口�

佐
々
木
克
子

21
瀧
音
の
今
を
飛
び
た
い
少
年
期�
長
久
保
通
繪

22
夏
日
濃
し
大
き
く
曲
が
る
荒
川
線�
吉
沢
美
佐
枝

23
あ
じ
さ
い
は
決
し
て
は
み
出
し
て
は
い
な
い

�

前
田　

光
枝

24
薫
風
を
レ
ト
ロ
電
車
が
運
び
去
る�

石
垣　

久
良    

25
み
ち
の
く
へ
新
樹
の
高
さ
を
往
く
列
車�

広
田　

輝
子

26
戦
い
て
滝
し
ず
か
な
る
水
と
な
る�

西
本　

明
未

27
す
れ
違
い
の
夏
も
あ
っ
た
ね
飛
鳥
山�

岡
田　

淑
子

28
葛
切
や
こ
ん
こ
ん
様
が
巫
女
に
な
る�

松
田
ひ
ろ
む

29
七
十
の
束
の
間
滝
と
向
い
あ
う�

赤
澤　

敬
子

30
佇
づ
め
ば
影
の
さ
ざ
め
く
若
楓�

大
薗　

智
子

　
（
以
下
順
不
同
）

　

夏
蝶
の
迷
ひ
乗
り
た
る
早
稲
田
行�

大
山
実
知
子

　

否
定
か
ら
は
じ
ま
って
い
る
街
薄
暑�

栗
原　

節
子

　

喧
噪
を
逃
れ
名
主
の
滝
し
ぶ
き�

宮
川　
　

夏

　

王
子
駅
へ
薔
薇
の
道
よ
り
都
電
来
る�

小
林
貴
美
子

　

夏
空
へ
く
ぐ
ら
す
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ�

五
十
嵐
秀
山

　

滝
遊
び
女
の
子
に
も
秘
密
基
地 �

白
石
み
ず
き

　

多
佳
子
忌
のマ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
き
ど
こ
ろ小平　

　

湖

　

夏
蝶
の
滝
の
落
ち
口
高
く
す
る�

保
坂　

末
子

　

黒
揚
羽
あ
う
ん
狐
と
た
わ
む
れ
る�

松
本　

秀
紀

　

夏
帽
子
み
ん
な
で
作
る
遊
び
の
輪�

加
藤
千
恵
子

　

皐
月
晴
れ
王
子
み
や
げ
の
玉
子
焼�

永
井　

良
和

　

化
粧
上
手
な
王
子
の
狐
業
平
忌�

北
村
眞
貴
子

　

更
衣
ち
らっ
と
稲
荷
の
ガ
ー
ド
マ
ン�

神
尾　

久
雄

　

花
は
葉
に
無
聊
を
か
こ
つ
観
世
音
像�

上
野　

英
一

　

無
欲
っ
て
最
高
飛
鳥
山
登
る�

小
髙　

沙
羅

　

蟬
鳴
く
や
江
戸
百
景
の
飛
鳥
山�

今
村
た
か
し

　

名
主
滝
木
洩
れ
日
に
咲
く
苔
の
花�

川
西
と
み
子

　

木
下
闇
王
子
の
狐
こ
ん
ち
き
ち
ん�

水
落　

蘭
女

　

緑
風
に
乗
せ
る
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
手
暗
りダ

イ
ゴ
鉄
哉

　

あ
の
人
も
滝
に
呼
吸
を
合
す
だ
け�

栗
田
希
代
子

　

男
滝
を
前
に
立
ち
尽
す
女
た
ち�

中
内　

火
星

　

卵
焼
く
こ
こ
が
扇
屋
樟
若
葉�

是
永　

睦
子

　

青
楓
イ
ロ
ハ
数
え
る
子
の
あ
り
て�

中
本　

勝
美

　

か
た
つ
む
り
と
都
電
か
け
っこ
飛
鳥
坂�

小
林　

和
子

　

万
緑
に
銀
の
翼
の
資
料
館�
鈴
木　

光
子

　

結
婚
を
願
と
し
青
葉
の
力
石�
笹
木　
　

弘

　

新
樹
光
江
戸
の
老
舗
の
た
ま
ご
焼�

壁
谷　

瑠
宇

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
近
隣
の
十
一
地
区
協（
東

京
都
区
・
東
京
多
摩
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
・

栃
木
・
群
馬
・
甲
信
・
新
潟
・
静
岡
）
の
連
絡
会
議
。

　

現
代
俳
句
協
会
本
部
か
ら
は
前
田
幹
事
長
、後

藤
組
織
部
長
、
水
野
事
務
局
長
。
都
区
協
か
ら
は

栗
原
副
幹
事
長
、
山
本
総
務
部
長
が
参
加
し
た
。

　

定
刻
の
一
時
よ
り
、
栃
木
の
和
田
会
長
の
司
会

で
会
議
が
始
ま
る
。

　

ま
ず
各
地
区
協
の
現
況
報
告
。
そ
の
後
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
協
会
員
の
減
少
を
憂
い
な
が
ら
も
、

増
や
す
こ
と
も
大
切
な
事
で
あ
る
が
、
減
ら
さ
な

い
努
力
が
そ
れ
以
上
に
大
切
で
は
な
い
か
、
年
会

費
の
件
で
は
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
は
少
々
き
び

し
い
、
な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

創
立
七
十
周
年
記
念
、
第
五
十
四
回
現
代
俳
句

全
国
大
会
も
迫
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
二
十
三
日
（
木
）
全
国
大
会
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栗
原
節
子
・
記
）

第
二
十
四
回
関
東
甲
信
越
・
静
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
会
議
報
告

日
時　

平
成
二
十
九
年
六
月
四
・
五
日

場
所　

栃
木
県
日
光
市
鬼
怒
川
温
泉
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都
区
協
組
織
部
の
主
催
で
年
四
回
の
句
会
を
開
催

し
て
早
十
三
回
目
と
な
っ
た
。
都
句
協
会
員
な
ら
ば

誰
で
も
参
加
で
き
る
。
原
則
参
加
申
し
込
み
は
必
要

だ
が
当
日
直
接
会
場
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
一
度
会
場
を
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。
名
句
が
生
ま

れ
親
睦
の
輪
が
生
ま
れ
る
高
田
馬
場
句
会
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

組
織
部
長　

山
口
紀
子

《
高
得
点
句
》

　

悪
運
は
す
っ
ぽ
り
捨
て
る
星
ま
つ
り�

小
髙　

沙
羅

　

大
で
ま
り
忌
明
け
の
和
紙
の
白
さ
か
な�

赤
澤　

敬
子

　

運
不
運
小
出
し
に
刻
む
へ
ぼ
胡
瓜�

棚
橋　

麗
未

　

手
毬
花
雨
の
匂
ひ
の
女
来
る�

近
田　

吉
幸

《
参
加
作
品
》（
順
不
同
）　

　

こ
の
寺
の
姫
様
伝
説
手
ま
り
花�

広
田　

輝
子

　

機
嫌
よ
き
父
の
鼻
歌
大
で
ま
り�

櫻
木
美
保
子

　
歳
聞
か
れ
い
く
つ
と
言
お
う
お
お
で
ま
り�

白
石
み
ず
き

　

幸
運
か
も
知
れ
ぬ
睡
蓮
の
眠
る
と
き�

相
沢　

幹
代

　

運
命
線
握
り
雷
雨
に
な
る
兆
し�

松
澤　

雅
世

　

誰
と
で
も
話
し
て
し
ま
う
手
毬
花�

今
野　

龍
二

　

神
宮
の
骸
を
運
ぶ
蟻
の
兵�

栗
原
か
つ
代

　

朝
顔
市
運
よ
く
手
に
す
「
団
十
郎
」�

高
橋　

透
水

　

梅
雨
空
の
ベン
チ
に
置
い
て
あ
る
運
命�

山
本　

敏
倖

　

花
て
ま
り
伸
び
て
は
風
に
て
ん
て
ま
り�

上
野　

貴
子

　

泉
よ
り
水
平
線
を
運
び
出
す�

西
本　

明
未

　

透
明
な
母
の
本
能
手
毬
花�

青
木　

栄
子

　

好
き
勝
手
毬
花
を
吸
う
パ
リ
―
祭�

中
内　

火
星

　

手
毬
花
若
き
巡
査
の
声
は
ず
む�

宮
川　
　

夏

　

大
手
毬
小
手
毬
バッ
サ
リ
斬
ら
れ
役�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

　

帰
り
し
な
ふ
と
目
に
と
ま
る
手
毬
花�

上
野　

英
一

　

粋
と
い
う
舟
を
運
び
ぬ
夏
の
川�

北
村
眞
貴
子

　

木
漏
れ
日
を
さ
ざ
な
み
に
し
て
手
毬
花�

鍬
守　

裕
子

　

子
の
足
は
三
十
セ
ン
チ
大
で
ま
り�

山
口　

紀
子

　
明
日
あ
り
と
思
ふ
テ
マ
リ
バ
ナ
雨
に
濡
れ�

山
中　

正
己

（
山
口　

紀
子　

記
）

編
集
後
記

　

九
月
十
六
日
秋
季
吟
行
会
・
新
入
会
員
歓
迎
会
も

無
事
終
わ
っ
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。
新

入
会
員
十
四
名
中
参
加
は
四
名
で
、
い
さ
さ
か
寂
し

い
。
ほ
っ
と
一
息
つ
く
間
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
来

年
五
月
の
都
区
協
創
立
三
十
五
周
年
に
向
っ
て
ま
っ

し
ぐ
ら
。
合
同
句
集
は
佐
怒
賀
正
美
統
括
の
も
と
す

で
に
印
刷
に
回
す
状
況
に
あ
る
。
ま
た
記
念
俳
句
大

会
。
協
会
賞
の
作
品
募
集
も
始
ま
っ
て
い
る
。
参
加

し
て
こ
そ
の
都
区
協
で
あ
る
。
さ
ら
に
都
区
協
創
立

三
十
五
周
年
記
念
の
基
金
も
募
集
し
て
い
る
、
お
願

い
ば
か
り
で
恐
縮
で
あ
る
が
是
非
と
も
協
力
を
お
願

い
す
る
。
す
で
に
納
付
さ
れ
た
方
も
多
数
お
ら
れ
ま

す
が
、
再
度
の
納
付
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
全

員
で
三
十
五
周
年
事
業
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　

今
野
龍
二

日　
　

時　

�
平
成
三
十
年
一
月
九
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
よ
り　

会
費　

千
円

場　
　

所　

高
田
馬
場
駅
南
口
Ｆ
１
ビ
ル
８
階

　
　
　
　
　
（
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
の
ビ
ル
）

兼　
　

題　
「
伊
勢
海
老
」

席　
　

題　

当
日
十
二
時
半
発
表

新
年
懇
親
会　

会
費
二
千
円（
飲
み
放
題
）

山
口　

紀
子�

ＴＥＬ
０
９
０-

８
４
５
０-
４
７
８
７

高
田
馬
場
句
会
「
新
年
」
の
御
案
内

第
十
三
回 

高
田
馬
場
夏
句
会
報
告

　

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
（
火
）

兼
題
「
手
毬
花
」・
席
題
「
運
」二
十
四
名

広
報
部
・
編
集
室　

〒
121–

0813

　

足
立
区
竹
の
塚
一
︱
二
八
︱
一
七

　

今
野　

龍
二
方

TEL
・
FAX
〇
三
︱
三
八
五
九
︱
九
三
〇
四

Ｅ
メ
ー
ル　

r.im
ano563@

gm
ail.com

振
替
番
号
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

〇
〇
一
一
〇
︱
五
︱
五
三
九
六
一
九

　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会


